
                地域密着型金融の取組事例 2014 年 11 月 
 

  

農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

 

タイトル 農ふれあい教室           ＪＡ名 京都にのくに（京都府） 

 

１ 動機 

（経緯） 

農業体験を通じ、農業の楽しさ、難しさや自然のすばらしさ、また食の大切さを

次世代の親子につなぎ、地域の地産地消・食育の発展を目指し、ＪＡバンクアグ

リサポート事業を活用し、実施した。 

２ 概要 平成 25 年 5 月 25 日（土）第１回「田植え・野菜苗植え体験教室」 

平成 25 年 8 月 3 日（土） 第 2回「田畑の管理・自然観察教室」 

平成 25 年 10 月 5 日（土） 第 3回「稲刈り・野菜収穫体験教室」 

平成 25 年 11 月 9 日（土） 第 4回「調理・販売体験教室」 

３ 成果 

（効果） 

子どもたちに地元農産物の良さや「食」の大切さを知ってもうため開催。 

栽培から販売に至るまでを学び「農」を身近に感じてもらうことができた。 

開催回 内容 参加数 

第 1回 野菜苗植え体験（さつまいも・カボチャ・エビイモ） 

消費者と生産者の交流会 

田植え体験 

80 名 

第 2回 田畑の管理 

（草引き体験・小豆の播種体験・田圃の生き物調査） 

夏野菜まるかじり体験 

（きゅうり・トマト・すいか等） 

自然観察体験 

27 名 

第 3回 いもほり体験（サツマイモ・エビイモ） 

小豆生育観察 

野菜クイズ 

稲刈り体験 

69 名 

第 4回 調理体験（もちつき・お菓子作り） 

販売体験 

（丸もち・ぜんざい・さつまいも・ふかしイモ販売） 

61 名 

 

 


